
　

多
く
の
皆
様
方
は
、
腰
痛
を
経
験
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
下
肢
の
痛
み
や

「
し
び
れ
」
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。

こ
の
症
状
を
『
坐
骨
神
経
痛
』
と
一
般
的
に
言
っ

て
い
ま
す
。
膝
よ
り
下
の
下
肢
痛
が
あ
る
と
き

に
は
腰
神
経
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
は
90
％
近
く
が
『
坐
骨

神
経
痛
』
を
伴
い
ま
す
。
こ
の
診
断
時
、
仰
向

け
に
寝
て
片
方
の
下
肢
の
膝
を
伸
ば
し
踵
持
ち

上
げ
（
SLR
・
下
肢
進
展
挙
上
）
試
験
で
は
70
度

以
下
の
角
度
で
痛
み
が
あ
れ
ば
陽
性
と
し
ま
す

（
神
経
根
の
物
理
的
圧
迫
に
よ
る
）。
ま
た
、
下

肢
の
痛
み
・「
し
び
れ
」
を
み
る
脊
柱
管
狭
窄
症

で
は
、
間
欠
跛
行
を
伴
い
ま
す
。
２
０
０
ｍ
か

ら
４
０
０
ｍ
歩
く
と
腰
か
ら
下
半
身
が
強
く
痛

み
、
腰
か
け
る
か
、
前
屈
み
で
休
む
と
良
く
な

る
の
が
特
徴
で
す
。
殿
部
の
坐
骨
神
経
が
、
転

ん
で
強
打
さ
れ
た
後
や
筋
の
走
行
異
常
で
絞
扼

さ
れ
た
状
態
で
も
、『
坐
骨
神
経
痛
』
が
起
こ
り

ま
す
。『
坐
骨
神
経
痛
』
時
に
、
激
痛
・
安
静
時

で
の
痛
み
・
強
い
下
肢
の
麻
痺
を
有
す
る
時
に

は
、
脊
髄
腫
瘍
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
腰
痛
が
あ

り
下
肢
痛
を
伴
わ
な
い
代
表
的
な
疾
患
は
、
腰

痛
症
・
変
形
性
腰
椎
症
・
腰
椎
分
離
す
べ
り
症
、

外
傷
性
・
骨
粗
鬆
症
性
圧
迫
骨
折
、
脊
椎
・
骨

盤
腫
瘍
、
感
染
性
脊
椎
炎
、
内
科
的
疾
患
・
婦

人
科
的
疾
患
・
が
ん
の
腰
椎
転
移
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
筋
骨
格
系
疾
患
以
外
の
腰
痛
は
腰

痛
全
体
の
２
％
以
内
と
少
な
い
で
す
が
、
何
時

も
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。『
坐
骨

神
経
痛
』
と
感
じ
た
ら
、
是
非
一
度
は
、
か
か

り
つ
け
医
（
整
形
外
科
等
）
の
診
察
を
お
勧
め

し
ま
す
。
保
存
的
に
治
療
し
て
、
腰
痛
体
操
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

で
軽
快
す
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
痛
み

が
取
れ
な
い
と
き
に
は
、詳
し
く
（
MRI
・
CT
な
ど
）

診
断
を
受
け
た
後
に
、
専
門
家
に
紹
介
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

千
葉
県
医
師
会
副
会
長　

田
那
村	

宏	

医
師

坐
骨
神
経
痛
に

つ
い
て
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